
 
 
 

 
梅雨になり、アジサイ（紫陽花）をよく目にします。しとしと

降る雨に濡れて咲くアジサイを見ると、心が明るくなります。 
先日、クラブ活動の時間に校内を回

っていると、折り紙でアジサイを作
り、カレンダーにしている大畑っ子が
いました。「おうちに持って帰って、
お部屋に飾る」と言っている子や「プ
レゼントして、驚かせる」と笑顔で話す子どもたち。学んだことを生か
して、生活を彩りある豊かなものにしようとする姿や、誰かを喜ばせよ
うとする姿を見て、子どもたちの成長を感じることができました。 

アジサイの花言葉を調べてみると、「辛抱強さ」「家族団らん」「和気
あいあい」「優美」「調和」「感謝」「移り気」……と様々です。
「辛抱強さ」は、梅雨の時期でも長く咲き続けるところから。

「家族団らん」・「和気あいあい」は、
小さな花が集まって咲く様子が、仲
良く集まっているようにみえるか
ら。「移り気」は、根から吸う成分に
よって咲いている間にも色が変化
していくから。と理由もそれぞれです。色によっても異なるようで、青
は「辛抱強い愛情」。ピンクは「元気」「強い愛情」。白は「寛容」「ひた
むきな愛」といった意味があるそうです。 

いずれにせよ、アジサイの花が、異なる一つ一つの花が調和して美し
い大きな花を成しているところから、私たちが協力し合い、感
謝しながら学び成長していく大切さを思い起こさせてくれま

す。 
大畑っ子の皆さんには、私の好

きな詩である坂村真民さんの「あ
じさいの花」という詩を紹介しま
した。「まるく形のよいものになろ
うとする やさしい心」をアジサイから感じ、「きのうよりもきょうと
新しい色になろうとする姿」が、大畑っ子の日々成長する様子と重なり
ました。 
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◆ 令和７年度の「級訓」決定! ◆ こんなクラスになるといいな✨願いを込めて 
１年生から６年生まで、「級訓」を決めました。それぞれよりよい学級を目指して、がんばって

います。今後も、素晴らしい学級（活動）を目指していきます。以下、各学年・学級の「級訓」を
紹介します。（各担任より） 

 
☆１年生……「にこにこ」 

学級や学校の友達が、１年間にこにこ笑顔で過ごすことが
できるようにしたいという思いから、「にこにこ」という級訓
にしました。 
デザインは、タンポポをイメージして作っています。タンポ
ポの花が、花びら一つ一つ集まってできているように、１年
生１５人一人一人が互いのよさを出し合い、力合わせて協力
していってほしいという願いが込められています。 
 
☆２年生……「たくましい」 

「どんなクラスにしたいかを一人一人が考え、案を出し合
って級訓を決めよう」というめあてで、２年生のみんなで話
し合って決めました。「た」たすけあい、「く」くーるな、「ま」
まもれる、「し」しあわせな、「い」いのちをたいせつにという
五つの目標の頭文字をとりました。クラス全員で声をかけあ
い、力を合わせて自分たちで素敵なクラスを作り上げ、一年
楽しく元気に過ごしていきます。 
 

☆３年生……「Super Star」 
「協力」「あきらめない」「思いやり」「健康」の４つを守る

ことで、「最強無敵のスーパースターになれる」という思いを
込めました。子どもたちが４年生に向けて、何事にも全力で
向き合い、大きく成長できるようにしていきます。 
 
 
 
☆４年生……「スマイルパレット 〜みんなでえがこう 虹の花〜」 

どんな４年生になりたいのかを考えたときに、一番多く出
たキーワードは「笑顔・チャレンジ・低学年の手本になる」で
した。そこから、みんなでアイデアを出し合って、「スマイル
パレット」に決めました。笑顔で過ごし、自分の色を大切に
したいという思いも込められています。この１年間は、５、
６年生から高学年の在り方を学び、１〜３年生の手本となれ
るように、みんな笑顔でチャレンジします。 
 



☆5 年生……「パズル」 
どんなクラスにしたいかをみんなで考え、1 人ずつ案を出し合いまし

た。「明るいクラス」「協力し合えるクラス」「あきらめないクラス」「考
えて行動できるクラス」など、たくさんの思いを出し合いました。みん
なで考え、「パズル」という級訓になりました。込められている思いは、
「個性豊かな１６人のパーツが協力して１つになることを心がけて１
年間過ごしていく」ということです。みんなで協力し合い、個性を生か
しながら思いを１つにして１年間過ごしていきたいと思います。 
 
 
☆６年生……「人を大切にし、挑戦・成長をし続ける２２人の学級」 

６年生の子どもたちと一緒に、どんなクラスにしたいかを
考えました。「やさしいクラス、明るいクラス、下学年に優し
いクラス、苦手なことにも挑戦するクラス、思いやりのある
クラス、助け合えるクラス」等いろいろな意見が出ました。
出てきた意見を分類して、まとめたら、すべてが「人を大切
にする」ということにつながりました。その上で挑戦・成長
をし続けたい。最高の卒業式を目指して、みんなで決めたこの級訓を胸に、1 年間過ごしていきま
す。 
 
☆あおば１…「時間を守って目標に向かって頑張ろう」 

あおば 1 組の２人が話し合って今年の級訓を決めました。
それぞれの目標に向かって、時には立ち止まったり、後ろを
振り返ることがあってもよいので、『スモールステップ』で、
一歩一歩前進してほしいと思います。そして、級訓の言葉の
周りには、２人が好きなものが描かれています。自分が好き
なことを大切にして、楽しく生活してほしいと思います。 
 
☆あおば２……「やってみよう」 

学校では、日々新しいことに出会います。その中には、得
意なものも苦手なものもあるでしょう。初めての事に対して
も、「やってみよう」と言える子どもたちになってほしいとい
う思いを込め、この級訓にしました。 

級訓である「やってみよう」の周りには苦手なこと、挑戦
したいことの絵を描きました。前向きな気持ちで取り組んで
いってほしいです。 
 
 

それぞれの思いや願いが込められた級訓です。どのくらい目指す姿に近づけたか、各学級で振
り返り、次につなげていけるといいです。 



【感謝】第１回ＰＴＡ資源回収 
５月１０日（土）に第１回ＰＴＡ資源回収を行いました。地域の方々のおかげで、たくさんの新聞紙や段

ボールなどが集まりました。ありがとうございました。収益金は、遠足の補助や卒業記念品代に充てさせて
いただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【感謝】１、６年生合同授業 「さつまいもの苗植え」 

６月２日（月）に、１、６年生がさつまいもの苗植えを行いました。当日、地域ボランティアの方に植え
方の説明をしていただいたり、一緒に苗植えをしていただいたりしました。優しく、分かりやすく支援いた
だき、ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【感謝】草刈り・草取りボランティア 
６月４日（水）、草刈り・草取りボランティアに多くの地域の方、保護者の皆様に参加いただき、土手や

大畑の森、運動場等をきれいにしていただきました。子どもたちの安全のために参加いただき、ありがとう
ございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【感謝】６年生 社会を明るくする運動 主張発表「『ばたっぴぃ』で地域を笑顔に」 
６月２１日（土）に、６年生の児童が保見交流館で行われた「社会を明るくする運動」で、「『ばたっぴぃ』

で地域を笑顔に」と題して主張発表を行いました。堂々とした態度と大きくはっきりした口調で、発表する
ことができました。また、６年生の仲間がたくさん応援に駆けつけてくれました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ばたっぴぃ】紹介動画を作成しています。

ぜひご覧ください。 

大畑小学校のＨＰにつながります。 

日々の活動の様子をご覧ください。 
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部屋でパシャリ︕ 
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トーテムポールみっけ︕ 

川で遊んだよ。冷たくて気持ちがいいね。 

暗闇トンネル
に行きました。
真っ暗で何も見
えなかったね。 

ゴールが全然見つから
ない難しい迷路でした。 
見事ゴールしたら、鐘を
鳴らします。 

大
き
な
葉
 
ぱ
で

顔
を
作
 
た
よ
︕ 

ロープウェイにも乗ったよ。 

ドラム缶を洗い、バケツ
リレーをして、水を入れま
した。 

初
め
て
の
薪
割
り
︒

真
剣
で
す
︒ 

火
が
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時
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呂
も
温
め
ま
す
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火起こしを頑張るぞ︕ 

カレーとご飯の準備を
してから火起こしに移り
ます。頑張れ〜︕ 
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ま
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﹁
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す
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マシュマロ〜♡ 

みんなで火を囲みました。楽しい時間は
あっという間に過ぎてしまいました。 

ドラム缶風呂︕温かくて気持ちがいいね。 

シダーローズ
の顔はめパネル
がありました。 
かわいいね。 

自分たちで使ったドラム缶風呂は
自分たちで洗って美しくします。 

色
々
な
結
び
方
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
︒ 

ブランコも作ったよ︕ 

金具を回すと鳥の鳴き声がする「バードコール」
を作りました。キュッキュッと音がして、本当に、
鳥が鳴いているみたいだったね。 

入
所
式
を
行
い
ま
し
た
︒ 

退所式。2 日間、たくさん学びました。 
ありがとうございました。また来ます︕ 

さようなら〜︕ 


